
近年，米輸入化，米消費の減退，全国的な米価の下落

に伴い，米生産の低コスト化が急務であるが，２００２年度

の本県稲作の生産費は農業経営統計調査報告（２００４）に

よると，１６５，１９２円／１０aで全国平均より３４％高い。本県産

米の生産コスト高の原因は，全国水準に比べて労働費が

１５５％，農機具費が１４６％ときわめて高いこと，すなわち，

零細経営による労働生産性の低さ，および機械の過剰投

資に起因している。このため，規模拡大による農業機械

の効率的利用により収益を確保するとともに，栽培面で

の一層の省力化が望まれる。また，本県では，担い手の

高齢化および担い手不足に対応するため，集落農場型農

業生産法人設立を推進している。

経営規模が拡大すると，育苗・田植えの省力・低コス

ト技術として直播栽培への期待は大きい。しかし，湛水

散播直播栽培では，初期の水管理が煩雑である，播種前

落水のむらにより出芽苗立ちが不安定である，移植栽培

に比べて耐倒伏性が劣る，そのため倒伏しやすい良食味

品種‘コシヒカリ’は栽培が難しい，雑草防除に失敗し

やすいといった問題点があり，本県での直播導入面積は

水稲作付け面積のわずか０．３％（７２ha：２００３）に過ぎな

い。

そこで，これらの問題点を解決するために，段階的に，

最も省力的な湛水散播直播栽培の安定化技術の確立に取

り組み，水管理を中心にした新技術の開発により，生育

・収量の安定化を実現したので，その概要について報告

する。

材料および方法

１．浅水代かきによる播種前水管理の省力化技術

播種前の水管理の省力化のために，代かき時の湛水量

について検討した。試験は，２００１年に農業技術センター

内水田の湿田（細粒グライ土）と乾田（細粒灰色低地土）

で実施した。

湿田では，処理を代かき前の湛水状態を水面からの土

塊露出程度により区分した８３，６８，３８％の３水準とし，

その時の土壌表面を軽く均平化した時の水深は順に，

０，２３，４１㎜に相当した。

乾田では，処理を代かき前の湛水状態を水面からの土

塊露出程度により区分した７７，５１％の２水準とし，その

時の土壌表面を軽く均平化した時の水深は，それぞれ

３，１０mmに相当した。

代かきは荒代かきと精代かきを連続して丁寧に行い，

代かき直後に再び土壌露出度と水深を調査した。播種日

は代かき直後とし，湿田は５月９日，乾田は５月１８日に，

浸種籾にカルパー粉粒剤を乾籾重の２倍量粉衣した乾籾

換算３kg／１０a相当の種子を，背負式動力散粉機で散播し

た。供試品種は，‘コシヒカリ’で，施肥は，基肥は無施

用とし，中間追肥に高度化成（窒素：リン酸：加里＝１４：

１４：１４）を窒素成分で２～３kg／１０a，穂肥に NK化成

（窒素：リン酸：加里＝１７：０：１７）を窒素成分で０～

１．５kg／１０a施用した。水管理は，播種後出芽始めまで落

水，出芽期以降湛水，幼穂形成期前１５日間は中干しとし，

幼穂形成期以降は収穫前落水まで間断灌漑とした。除草

剤は，水稲出芽期にプロスパー１キロ粒剤５１を１kg／１０a

散布した。試験は２区制で行い，１区面積は湿田では１．７

～２．６a，乾田では２．０aとした。

２．出芽苗立ち期の水管理技術

１）播種後の落水処理が出芽苗立ちに及ぼす影響

出芽苗立ちの安定化のために，播種後すなわち水稲生

育初期の水管理について検討した。試験は，１９９５，１９９６年

の２ヵ年，細粒グライ土の農業技術センター内水田にお

いて実施した。処理は，播種後の落水期間を，１９９５年に

は０，２，４，７日の４水準，１９９６年には０，３，５，

７，８，１１日の６水準とし，１９９５年は出芽苗立ち及び生

育・収量について調査し，１９９６年は苗の形質について調

広島農技セ研報 ７８：９－１６，２００５

邉見由紀子・古土井悠＊
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水稲湛水散播直播栽培における水管理技術
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査した。いずれの年次も，播種期は５月中旬で，播種５

日前に代かきし，播種当日の早朝に落水後，浸種籾にカ

ルパー粉粒剤を乾籾重の２倍量粉衣した乾籾換算３kg／

１０a相当の種子を，背負式動力散粉機で散播した。供試品

種は‘中生新千本’で，施肥は２ヵ年とも，基肥に肥効

調節型肥料（８０日タイプ，窒素：リン酸：加里＝１４：１４：

１４）を窒素成分で４kg／１０a，中間追肥に高度化成（窒素：

リン酸：加里＝１４：１４：１４）を窒素成分で２kg／１０a，穂

肥に NK化成（窒素：リン酸：加里＝１７：０：１７）を窒素

成分で２kg／１０a施用した。試験は２区制とし，１区面積

は１９９５年は５４m2，１９９６年は７２m2とした。

２）水稲初期生育ステージと雀害との関係

播種後どの時期から湛水すれば雀害が防げるかを明ら

かにするために，１９９６年に落水状態で水稲の生育ステー

ジと雀害との関係について検討した。調査は，播種後の

水稲葉令に応じて，茎葉長および雀の食害の有無につい

て行った。供試品種は‘中生新千本’とし，播種日は５

月１５日で，播種量，播種法，その他の栽培管理は１）と

同様とした。

３．中干し処理が耐倒伏性向上に及ぼす影響

１）幼穂形成期前の中干し処理による耐倒伏性向上

中干し時期および日数が水稲の生育，倒伏程度，収量

及び品質に及ぼす影響を明らかにするために，１９９５

年，１９９６年の２ヵ年，細粒グライ土の農業技術センター

内水田において試験を実施した。処理は，中干し開始時

期を水稲葉令で区分し，１９９５年には３，６，９，１２葉期

の４水準，１９９６年には６，８，１０，１２葉期の４水準とし，

幼穂形成期まで落水状態を継続した。供試品種は‘あき

ろまん’，播種日は２ヵ年ともに５月１６日で，播種量，播

種法及び施肥は，前述の２―１）の試験と同様とした。中

干し処理までの水管理は，播種直前～出芽始めまで落水

し，その後は中干し処理開始まで湛水した。中干し処理

後は収穫前落水まで間断灌漑とした。除草剤は代かき直

後にサンバード粒剤を３kg／１０a，播種後８日にキックバ

イ１キロ粒剤を１kg／１０a散布した。試験は２区制と

し，１区面積は６０m2とした。

２）幼穂形成期後の落水処理による耐倒伏性向上

湛水散播直播栽培において，より耐倒伏性を向上させ

るための水管理法として，幼穂形成期以降の中干し処理

が耐倒伏性向上に及ぼす効果について検討した。

試験は２００１年に細粒グライ土の農業技術センター内水

田で実施した。処理は図１のとおりで，処理区 Aは中干

し処理を実施しない，処理区 Bは減数分裂期～出穂期ま

での１０日間，処理区 Cは幼穂形成期前１５日間，処理区 D

は幼穂形成期前１５日間の中干しに加え減数分裂期～出穂

期までの１０日間，処理区 Eは幼穂形成期前１５日間の中干

しに加え出穂後１０日間，処理区 Fは幼穂形成期前～出穂

期までの３９日間を中干し処理する６水準とした。供試品

種は‘コシヒカリ’とし，播種日は５月９日で，浸種籾

にカルパー粉粒剤を乾籾重の２倍量粉衣した乾籾換算３

kg／１０a相当の種子を，背負式動力散粉機で散播した。施

肥は，基肥，追肥に高度化成（窒素：リン酸：加里＝１４：

１４：１４）をそれぞれ窒素成分で２kg／１０a施用した。穂肥

は幼穂形成期の生育が過剰であったため施用しなかっ

た。除草剤は水稲出芽始めにプロスパー１キロ粒剤５１を

１kg／１０a散布した。試験は２区制とし，１区面積は３４m2

とした。

図１ 中干し方法

１０ 邉見ほか：水稲湛水散播直播栽培における水管理技術
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結 果

１．浅水代かきによる播種前水管理の省力化技術

播種時に土壌表面にほぼ水がない播種に適した状態

（水深：０～１０mm程度）にするための代かき前の湛水量

は，湿田では水面からの土塊露出度が６８～８３％，水深０

～２３mm，乾田では５１～７７％，水深３～１０mmであった。

湿田において，土塊露出度３８％，代かき前水深４１mmで

は，代かき直後の水深が２０～３０mmと深くなった（表１）。

代かき直後の水深が０～３０mmの範囲内では，播種深

度は３．２～８．１mmとなり，苗立数は５１～７２本／m2であっ

た。倒伏程度は最大で３．０，収量は湿田では４５７～４８１kg

／１０a，乾田では５３４～５４５kg／１０aであった（表１）。

２．出芽苗立ち期の水管理技術

１）播種後の落水処理が出芽苗立ちに及ぼす影響

１９９６年の試験では，播種後の落水日数が長いほど，播

表１ 代かき前の湛水状態が代かき後の水深および生育・収量に及ぼす影響

表２ 播種後落水日数が苗の形質に及ぼす影響

表３ 播種後の落水処理が水稲の出芽・苗立ちに及ぼす影響

播種後
落水日数

播種７日後の生育 播種２８日後の生育

茎葉長
mm

根長
mm

葉幅a)

mm
葉色a)

（葉色板）
茎葉重b)

mg／個体
根重b)

mg／個体

０ ２０ ３ １７ １．９ ３３０ ２２０

３ １３ １１ １９ １．９ ４６０ ２４０

５ １２ １８ １６ ２．２ ５２０ ２４０

７ １３ ２３ ２０ ２．４ ６７０ ４１０

８ ― ― ２５ ２．９ ７１０ ４２０

１１ ― ― ２９ ３．７ ７８０ ４３０

播種後
落水日数

草丈 浮き苗
発生率
％

転び苗
発生率
％

カルパーa）

残存率
％

苗立数
本／m2播種６日後

cm
播種後５６日

cm

０ １．０ ４７ ５．５ ７０ １６ ８５

２ １．０ ４４ ３．８ ６６ ２４ ９１

４ ０．４ ４７ ０．０ ３１ ６５ ８３

７ ０．４ ４９ ０．８ ２１ ７０ ９７

土壌条件

代かき前の湛水状態 代かき後の状態 播種深
度
mm

苗立数
本／m2

稈長
cm

穂数
本／m2

倒伏a)

程度
収量
kg／１０a

検査b)

等級土塊露出度
％

水深
mm

土壌露出度
％

水深
mm

湿田

８３ ０ ８５ ０～５ ８．１ ７２ ８５ ３６７ ０．７ ４８１ ２下

６８ ２３ ６５ ０～１０ ７．１ ５１ ８４ ３７１ ０．７ ４７４ ２下

３８ ４１ ０ ２０～３０ ６．７ ７２ ８９ ３５２ ０．７ ４５７ ２下

乾田
７７ ３ ８５ ０ ３．２ ５６ ９１ ４６０ ２．０ ５３４ １下

５１ １０ ８０ ０ ４．０ ５９ ９４ ４６０ ３．０ ５４５ ２上

a）倒伏程度は０：無，１：微，２：少，３：中，４：多，５：甚の６段階で調査した。
b）検査等級は１上～３下の９段階で評価した。

a）第２葉を調査した。
b）生体重で示した。

注）調査は，浮き苗発生率は播種２０日後，転び苗発生率は播種２２日後，苗立数は播種３７日後に行った。
a）カルパー残存率は播種２４日後における籾表面のカルパー粉粒剤付着面積率（％）を示す。

広島県立農業技術センター研究報告 第７８号 １１
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種７日後の根長は長くなり，播種２８日後の茎葉重，根重

及び葉幅が大きく，葉色も濃くなり，苗質が著しく向上

した（表２）。

１９９５年の出芽苗立ち，生育・収量に関する試験では，

播種後の落水日数０，２日区では，播種６日後における

草丈が，落水日数４，７日区と比べて優った。しかし，

浮き苗率が３．８，５．５％と高く，播種２２日後に行った落水

による転び苗の発生も６６，７０％と多くなった。播種２４日

後における籾表面のカルパー残存率は，播種後の落水日

数が長いほど高かった。播種３７日後における苗立数は８３

～９７本／m2で，処理による差は認められなかった（表３）。

分げつ開始期は播種後の落水日数が長いほど早くな

り，播種３７日後の茎数が多くなる傾向が見られた。倒伏

程度は，播種後の落水日数が長いほど小さくなり，播種

後の落水処理を行わなかった区に比べて，落水日数４，７

日区では良質粒歩合が向上した。収量については，処理

による一定の傾向は認められなかった（表４）。

２）水稲初期生育ステージと雀害との関係

雀による食害は，落水条件下で出芽始めから認められ，

籾が土中に完全に埋没したものは出芽始めまで食害を受

けなかった。また土壌表面に籾が露出していても，カル

パー粉粒剤の粉衣が強固であれば比較的雀害を受けにく

いことが観察された。水稲出芽期以降も落水を継続した

場合には，雀による出芽苗の引き抜きおよび籾の食害が

認められた。雀害は０．７～１．８葉期までに集中してお

り，２．０葉期以降は認められなかった（表５）。また，湛

水により雀害が回避されることが観察された。

３．中干し処理が耐倒伏性向上に及ぼす影響

１）幼穂形成期前の中干し処理による耐倒伏性向上

１９９５年の試験では，中干し日数０日の全期湛水区に比

べて，落水処理した全ての区で倒伏程度は０．０～０．８と軽

微であったが，収量も低下した。特に幼穂形成期前４６～

６２日間となる水稲３，６葉期からの中干しでは，倒伏程

度は０．０～０．１とほとんど見られなかったが，収量が

３９９，３９３kg／１０aと著しく低下した。９葉期からの中干し

では，倒伏程度が０．２と小さく，減収程度は９％であった。

１２葉期からの中干しでは，落水日数が１１日と通常の中干

し程度で，減収程度は６％，倒伏程度は０．８と小さかった

（表６）。３，６葉期からの中干しでは，生育が悪く窒素

吸収量が少なかった（データ省略）。

１９９６年の試験では，中干し処理開始時の水稲葉令が小

さいほど，すなわち中干し日数が長いほど，稈長が短く，

倒伏程度が小さくなる傾向がみられた。特に，幼穂形成

期前２３，３６日間となる水稲８，１０葉期からの中干しでは，

倒伏程度が１．２，２．８と比較的軽微で，収量は６９８kg／１０

a，７１３kg／１０aと多かった。また，一穂籾数は７７，８４と少

なくなったが，登熟歩合が８７％，８８％と向上し，千粒重

も２３．８g，２３．１gと大きくなった。中干し日数０日の全期

湛水区では，茎数および穂数が多くなり，稈長が９８cm

と長く，倒伏程度も４．８と著しく大きい傾向が見られた。

登熟歩合は６７％と低くなり千粒重も２２．１gと小さく，収

量は５４４kg／１０aと最も低く，検査等級も劣った。水稲１２葉

期から７日間の中干しでも，倒伏程度が４．４と著しく大き

かった（表６）。

表４ 播種後の落水処理が水稲の生育・収量に及ぼす影響

表５ 水稲生育と雀害との関係

播種後
落水日数

分げつa)

開始期
茎数b)

本／m2

倒伏c)

程度
収量

kg／１０a
良質粒d)

歩合％
検査c)

等級

０ ６．２０（３５） １３６ ２．２ ５５８ ７８ １下

２ ６．２０（３５） １４５ ２．０ ５２４ ８０ １下

４ ６．１６（３１） ２１１ １．２ ５２６ ８４ １上

７ ６．１４（２９） ３４４ ０．９ ５６４ ８４ １中

水稲葉令a) 茎葉長
mm

雀害の有無

鞘葉 ２ 無

不完全葉 １０ 無

０．７葉 １５ 有

１．０葉 ２０ 有

１．８葉 ５０ 有

２．０葉 ６５ 無

a）（ ）は播種後～分げつ開始迄の日数を示す。
b）播種３７日後に調査した。
c）倒伏程度，検査等級は表１と同じ。
d）品質判定機（静岡製機）で調査した。

a）水稲葉令は不完全葉を除いた数値。
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２）幼穂形成期後の中干し処理による耐倒伏性向上

幼穂形成期の水稲生育は，草丈７１～７８cm，茎数５１６～

６５６本／m2，葉色値３９．１～４１．３と各区ともに過剰な状態で

あった（表７）。

処理区 Aの倒伏程度３．６と比較して，処理区 Bの倒伏

程度は３．６で同程度であった。処理区 C，Dでは，倒伏程

度がそれぞれ２．３，２．５となり倒伏が軽減された。しかし

処理区 Dでは収量が４７６kg／１０aと少なくなった（表７）。

処理区 E，Fでは倒伏程度がそれぞれ０．７，０．３となり，

著しく倒伏が軽減された。処理区 Eでは，収量が５６７kg

／１０aと最も多かった。一方，処理区 Fでは，収量が４６０kg

／１０aと最も少なかった（表７）。また，処理区 E，Fでは

倒伏の開始時期がそれぞれ出穂後３１日，２８日と，他区の

出穂後１８日に比べて遅くなったため，登熟歩合が他区に

比べて高く，検査等級も高かった（表７，図２）。

表６ 幼穂形成期前の中干し処理が水稲の生育および収量に及ぼす影響

表７ 中干し方法が生育・収量に及ぼす影響

図２ 中干し処理による倒伏程度の推移
注）図中の↓は各処理区の倒伏が始まった時期を示す。

倒伏程度の調査方法は表１と同じ。

A，B，C，D区の倒伏は８月２１日（出穂１８日後）の台風により

始まった。

試験年次
中干し
開始葉令

中干し
日数

稈長
cm

茎数a）

本／m2

穂数
本／m2

１穂
籾数

登熟
歩合％

千粒重
g

倒伏b）

程度
収量

kg／１０a
同左c）

対照比
検査b）

等級

１９９５ ３ ６２ ７７ ３９２ ３７７ ８０ ８５ ２１．８ ０．１ ３９９ ７８ ２上

６ ４６ ７３ ４１４ ３６３ ６０ ９０ ２３．３ ０．０ ３９３ ７７ １中

９ ２９ ７５ ５５９ ４０４ ６３ ９２ ２３．６ ０．２ ４６８ ９１ １上

１２ １１ ７９ ４６８ ３９７ ７１ ９１ ２３．３ ０．８ ４８２ ９４ １上

（対照） ０ ７９ ４６９ ３８８ ７７ ９０ ２３．３ １．８ ５１３ １００ １中

１９９６ ６ ４６ ９３ ４７８ ４６７ ８１ ８８ ２３．６ １．１ ６８８ １２６ １下

８ ３６ ９３ ４７５ ４８１ ７７ ８７ ２３．８ １．２ ６９８ １２８ １中

１０ ２３ ９５ ４８５ ４３２ ８４ ８８ ２３．１ ２．８ ７１３ １３１ １下

１２ ７ ９７ ５２８ ４８８ ８６ ７１ ２２．４ ４．４ ６８５ １２６ １下

（対照） ０ ９８ ５６７ ５０４ ８９ ６７ ２２．１ ４．８ ５４４ １００ ２中

処理区a） 茎数b）

本／m2

草丈b）

cm
葉色b）

SPAD値
稈長
cm

穂数
本／m2

籾数
／穂 ／m2×１００

登熟
歩合％

千粒重
g

収量
kg／１０a

検査c）

等級
倒伏c）

程度

A ５６６ ７２ ３９．１ ９３ ４２４ ８２ ３４７ ７４ ２０．９ ５３６ ３中 ３．６

B ６０２ ７１ ３９．９ ９５ ３８６ ８４ ３２４ ７６ ２０．６ ５０７ ３下 ３．６

C ６５６ ７８ ４０．６ ９４ ４２８ ７３ ３１３ ８０ ２０．８ ５１７ ２下 ２．３

D ５８５ ７１ ４０．６ ９４ ３９３ ７７ ３０４ ７６ ２０．５ ４７６ ３中 ２．５

E ６２２ ７４ ４１．３ ９５ ３８１ ８１ ３０９ ８７ ２１．０ ５６７ ２上 ０．７

F ５１６ ７３ ４０．５ ８８ ３７３ ７４ ２７６ ８５ １９．７ ４６０ ２中 ０．３

a）幼穂形成期に調査した。
b）倒伏程度，検査等級は表１に同じ。
c）対照区の収量を１００とした指数。

a）処理区（A～F）は図１を参照。
b）調査は幼穂形成期に行った。
c）倒伏程度は出穂３１日後に表１の方法で調査した。検査等級は表１と同じ。
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考 察

１．浅水代かきによる播種前水管理の省力化技術

湛水散播直播栽培では，播種前落水に伴う肥料分や泥

水流出を軽減するため，代かき後２～４日程度湛水状態

で置く。播種前には播種深度確保のため一旦落水し，播

種後には湛水し，出芽期には苗立率向上のため芽干しを

行う。その後は耐倒伏性強化のため節水管理を行うとい

う煩雑な水管理が必要である。また，圃場が均平でない

と播種前の落水作業は多労を要す上に，落水が十分出来

ない部分では出芽苗立ちが安定しない。さらに，代かき

直後から雑草の生育がスタートするため，移植栽培に比

べて水稲と雑草との葉令差が小さく，代かき～播種まで

の日数が長いと除草剤散布時には雑草の生育が進んでお

り除草効果が劣るという問題点もあった。

本試験の結果により，土塊露出度５１～８３％，湛水深０

～２３mmを目安とした，少ない湛水量で代かきを行い，

代かき直後に播種することで良好な出芽苗立ちが確保で

きることが明らかとなった。この方法では，播種前の落

水作業が省略でき，河川への肥料分や泥水の流出がなく，

代かきから播種までを一日で行うことができる。また，

雑草防除の面でも，代かきから播種までの雑草の生育期

間をなくすことが出来るので，雑草と播種後に生育を始

める水稲との生育差をなくすことができ，除草剤の効果

を高めることができる。倒伏程度および収量は，易倒伏

性品種‘コシヒカリ’で，それぞれ，湿田では０．７，４７４

～４８１kg／１０a，乾田では２～３，５３４～５４５kg／１０aとなっ

た。このように，浅水代かき直後播種は，これまでの湛

水散播直播栽培における播種前水管理の煩雑さ等を総合

的に改善でき，収量性，耐倒伏性も従来の方法と同程度

である。

しかし，圃場の均平度が劣る場合には，浅水による代

かきの精度，出芽苗立ちが劣る可能性もあり，より大区

画圃場での検討も必要である。

２．出芽苗立ち期の水管理技術

近年，播種後に落水状態を維持し水稲を出芽させる落

水出芽法が提案され（大場，１９９４），湛水直播栽培におけ

る出芽苗立ち安定化技術として全国的に定着しつつあ

る。

本試験の結果からも，播種後の落水処理が長いほど，

出芽苗の苗質が向上する傾向が見られ，また落水処理に

より水稲生育初期の地下部の生育が促進されることか

ら，浮き苗，転び苗の発生を抑制し，苗立ちが安定した。

さらに，分げつ開始時期が早まり，その後の生育におい

ても，有利であることが確認できた。また，播種後の落

水処理は，これら水稲初期生育を促進するのみならず，

耐倒伏性向上にも寄与する可能性が示唆された。

一方，出芽苗立ちを不安定にするもう一つの要因であ

る雀害は，直播栽培の団地化による被害の分散，追い播

きによる苗立数の向上などによる対応が主である。しか

しながら，追い播きによる苗立数確保は収量低下の軽減，

回避には有効なものの，出穂のばらつきから品質の低下

を招くことが指摘されており（八百板ら，２０００），耕種的

に雀害を防ぐことが望ましい。

本試験の結果から，雀による食害は水稲出芽始め～水

稲２葉期までに集中していた。雀害は湛水により防ぐこ

とが出来るため，雀害への積極的な対策として出芽始め

から水稲２葉期までを湛水する水管理が有効であると考

えられる。

以上のことから，播種後は落水を継続することで出芽

を向上させ，水稲の出芽始め～２葉期を湛水して雀害を

回避することで，雀害を防止しつつ苗立ちを安定化する

ことが可能であると言える。

しかし，水利条件の悪い圃場や大区画圃場では，入水

始めから湛水終了までに日数を要し，その間に雀害をこ

うむる可能性も有り，直播栽培では水利条件の良い圃場

を選定することが望ましい。

３．中干し処理が耐倒伏性向上に及ぼす影響

本試験の結果，湛水散播直播栽培における中生品種

‘あきろまん’において，幼穂形成期前の中干し処理

を，２３～３６日間の長期とすることにより，耐倒伏性向上

効果が安定して高いことが示された。

易倒伏性品種‘コシヒカリ’においても，幼穂形成期

前１５日間程度の中干しの倒伏軽減効果が安定して高かっ

た。さらに，本試験のように水稲の生育が過剰で著しい

倒伏が見込まれる場合においても，出穂後１０日間程度の

中干しを追加すれば著しい耐倒伏性向上効果が得られ

た。これまでにも，‘コシヒカリ’の湛水土中条播栽培で

強めの中干しと併せて，穂揃い後１週間～１０日程度の中

干しで押し倒し抵抗値が高まり倒伏が軽減し，中干しに

よる収量・品質への悪影響はみられないことが報告され

ており１），本試験の結果から，散播直播栽培においても有

効な技術であると考えられた。

１）伊藤ら．２０００．水稲湛水土中条播栽培コシヒカリにお

ける穂揃期後の落水による倒伏軽減．東北地域成果情

報．
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直播栽培では，節水栽培，中干しの反復及び長期中干

しにより耐倒伏性が向上し，倒伏によって生じる品質お

よび収量の低下を防ぐことができるとする報告が多いが

（狩野ら，１９９４，寺島ら，２００３），中干しや間断灌漑では

肥料分の流出による減収が発生するとの報告もある（中

西ら．１９６７）。本試験の結果でも，１９９５年の‘あきろまん’

を用いた中干し処理区全般，２００１年の‘コシヒカリ’を

用いた試験で幼穂形成期前１５日間に加え減数分裂期～出

穂期まで中干し処理を行った場合，あるいは幼穂形成期

前～出穂期まで中干しを継続した場合に減収する傾向が

見られた。

中干しによる耐倒伏性向上効果は，水稲の生育，中干

し期間中の降雨や土壌条件で異なる。中干し処理の程度

が小さいと耐倒伏性向上効果は十分得られず，逆に過度

の中干しは，窒素流亡による減収につながる。栽培場面

では，耐倒伏性向上のための中干し処理は日数を目安に

して実施するが，実際の中干しによる土壌水分含量を簡

易に知りうる指標が必要であるし，土壌や気象に応じた

中干し方法について現地圃場に適応した方法を詳細に検

討する必要がある。

摘 要

水稲湛水散播直播栽培において，播種前水管理の省力

化，出芽苗立ち安定化，耐倒伏性向上のための水管理に

ついて検討し，以下の知見を得た。

１．代かき時の湛水量を従来の代かきに比べて少なくす

る播種は，播種前落水が不要で，代かき～播種作業

を連続して一日で行うことができ，生育，収量への

影響もないため，播種前の省力水管理技術として有

効である。適当な湛水量は，土塊の露出度が湿田で

は６８～８３％，乾田では５１～７７％の時であった。

２．播種後の水管理を，播種直前～出芽始めまで落水，

出芽始め～水稲２葉期まで湛水とすることで，出芽

苗立ち，耐倒伏性が総合的に向上でき，雀害も回避

できる。

３．中干しによる耐倒伏性向上効果は，幼穂形成期前の

長期中干し（中生品種では２３～３６日，早生品種では

１５日程度）を基本とし，耐倒伏性が劣ると考えられ

る場合には，出穂後１０日程度の中干しを加えること

で耐倒伏性が向上する。
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We evaluated effective new water management for labor saving before seeding, stabilization of emergence and

establishment of seedling and improvement of lodging resistance in dispersible direct sowing of rice.

１．The dispersible direct sowing of rice in paddy field puddled with fewer flooding can saved labor for water

management, it will be no need to drain the water before seeding, and successive operation from puddling and

leveling to seeding will be finished in one day, and will not have a bad influence on growth and yield of rice.

It is the suitable quantity of water in paddy field at the time when the percentage of soil clod emerged from the

water before puddling is 68-83% at ill-drained paddy field, and 51-77% at well-drained paddy field.

２．When surface water in paddy field is kept drained from pre-seeding to emergence initiation and kept flooded from

emergence initiation to the second-leaf stage, emergence and establishment of seeding and lodging resistance

improve, and feeding damage by sparrows is avoided.

３．Usually, the appropriate period of mid season drainage is 23-36 days for medium variety, and 15 days for early

variety before young panicle formation stage. In the case that lodging resistance is inferior, adding drainage for

about 10 days improves lodging resistance.

Key Words : rice, dispersible direct sowing, water management, puddling with fewer flooding water,

emergence and establishment of rice seedling, lodging resistance

Yukiko HENMI and Yutaka FURUDOI

Summary

Water Management in the Dispersible Direct Sowing of Rice in paddy field

１６ 邉見ほか：水稲湛水散播直播栽培における水管理技術
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